漁港の国際スタンダード by 中泉 昌光
TUMSAT-OACIS Repository - Tokyo University of Marine Science and Technology (東京海洋大学)
漁港の国際スタンダード
著者 中泉 昌光
会議概要（会議名, 
開催地, 会期, 主催
者等）
会議名: 一般社団法人水産土木建設技術センター講
演会
開催日時: 2019年6月19日15:00-16:00
開催場所: 三会堂ビル9階　石垣記念ホール（都内
）
URL http://id.nii.ac.jp/1342/00001807/
漁港の国際スタンダード
東京海洋大学 先端科学技術研究センター
特任教授（工学博士） 中泉 昌光
2019年6月19日 （一社）水産土木建設技術センター 講演
目 次
1. 序文
2. ワーキンググループの構成
3. 検討事項
4. ワーキングからの報告
A. 漁港の整備と資源計画に関する政策・施策
B. 漁港や関連施設に対する効率的な投資に関する基本原則
C. 漁港に関する制度に関する事項
D. 費用対効果分析
E. 陸揚げ、荷捌きおよび販路（市場）に関する技術開発
F. 市場に関する一般的なガイドライン
G. 漁港の運営におけるコンピュータ化
H. 訓練指導
I. 漁港計画における環境面
国際航路協会PIANC WG No.18 
「漁港計画 Fishing Port Planning」（1998)
1
産業革命と漁港・市場の管理運営
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⚫ 水産物・食品の貿易と消費が劇的に増大し、世界の漁業・養殖生産もまた増大
⚫ IQおよびITQ)システムは、水産資源管理により効果的な方策であり、 世界各国
で導入
⚫ 違法・無報告・無規制漁業の防止・抑制・廃絶を目指した国際的な取り決めであ
る「寄港国措置協定」が制定
⚫ 品質管理の他、持続可能な漁業・養殖生産に対する消費者の関心は高まり、広く
普及
⚫ 高波、津波や地震などによる自然災害は、頻繁に発生するようになり、その規模
も増大
⚫ ICTやIoTは漁港、特に市場の運営に活用
⚫ 漁船は大型化し、性能も向上しており、これに対応すべく漁港のインフラ施設を
改修する必要
当時からの情勢変化
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国から地方（自治体、公営企業等））へ所有・管理運営を移管し、自立的発展を期待
漁港の管理・運営が主体（必要があれば予算を確保し整備）
自立運営（漁港の利用料、市場販売の手数料、修理、給油・氷等サービス等が財源）
資源の動向と消費者の関心は、漁港の管理・運営（整備も）において重要な要件
1980年代からICT技術を活用（比較的スムーズなトレーサビリティへ移行）
近接航路（フェリー）を利用した国際複合一貫輸送システムを構築しこれを有効活用
漁港であると同時に港湾でもあるため
輸出国と国内消費が主な国との差違
市場配置・構造、漁獲から消費地までのコールドチェーン、漁船の大型化など
北欧：24時間体制での荷受け
小型漁船の利用
干満差、大型漁船向けの設計
魚価上昇の伸びしろ 他方、水産加工業には魚価上昇、原料魚の確保の難しさ
水産加工会社の合併が進む
欧州の漁港の特徴
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全国的な視点およぼ広域的・地域的視点からの整備と国・地方自治体の関与のあり方
陸揚げ、取扱量など資源の動向だけでなく、総合的に要件を考慮して、漁港を整備
ICT技術の便益を享受できていない
電子化・ネットワーク化の遅れという意味ではない
小型漁船、高齢者・若者の利用へ施設の配置や構造において配慮
漁港を中心に背後集落を含めた災害対応、防災・減災および生活環境整備を重視
市場の管理・運営の効率化の可能性とその実現性
港湾との連携の可能
加工原料魚の輸入、漁港で生産された水産物・食品の輸出と港湾からの近接航路
：
我が国の漁港の特徴
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水産業を支える役割・機能
・漁業・養殖業の拠点
・流通加工業の拠点
・水産物・食品輸出の拠点
・資源管理の拠点
・持続可能な水産業への貢献
地域の社会経済への貢献
・地域の経済基盤
・地域の生活基盤
沿岸管理・国土保全上の貢献
地域の安全確保（防災・減災等）
自然環境とのふれあいの創出
漁港の役割・機能
➨ 持続可能な形で、地域や国内、世界に対して、多様なニーズに対応した
水産物・食品を安定供給
6
漁港の要件：いかに役割・機能を高めるか
管理運営面からの役割・機能の向上
・衛生管理・品質管理
・資源管理（IUU・IQ）
・トレーサビリティ
食品の安全性とIUU・IQ
・持続可能な漁業・養殖、流通加工
エコラベル
・管理運営の効率化（省力化・迅速化）
電子化・ネットワーク化等ICTの活用
市場の仮想統合、市場間の連携
・情報管理と公開（透明性）
：
：
整備面からの役割・機能の向上
全国的、広域的、地域からの視点
・ビジョン・目標など戦略性
・機能分担、重点化等
・投資の効率化
港別計画
・費用対効果分析（事前・期中・事後）
・施設配置・規模・構造
・施設の維持管理・有効活用
投資の効率化の中で、いかに役割・機能を高めるか
➨ 漁港の要件であり、漁港計画において検討すべき基本かつ重要事項
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例えば、、、、
内容の見直し・更新
• 漁港の整備と資源計画に関する政策・施策
• 漁港や関連施設に対する効率的な投資に関する基本原則
• 陸揚げ、荷捌きおよび販路（市場）に関する技術開発
• 市場に関する一般的なガイドライン
新たに加えるべき項目
• 災害に強靭な漁港
• 漁港の運営におけるICT、IoTの活用
(「漁港の運営におけるコンピュータ化」の改題）
• 漁港および漁港施設の維持管理
新たなテーマと内容
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ポルトガル
一つの国営企業が漁港、市場を所有、管理運営
フランス
国から州政府・地方自治体へ移管し、商工会議所、公共企業体が港、市場を管理
運営
イタリア
国から地方自治体へ移管し、自治体、商工会議所が港、市場を管理運営
（卸売会社が市場を管理運営する場合もあり）
デンマーク・ノルウェー
国から地方自治体へ売却し、公共企業体が漁港を管理運営（独立採算制）
卸売会社が市場を管理運営
英国
ポートオーソリティ（港湾運営のための自治組織）、地方自治体が港を所有・管
理運営（独立採算制）し、生産者組合、卸売会社等が市場を管理運営
国から地方、民間、自立運営へ、そして地域間、国際競争へ
1 基本的事項
（１）漁港の所有と管理運営する主体
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一つの港は、商港、工業港、乗客船港、漁港またはマリーナから構成
コンテナ・バルク貨物船に利用される“商港”
タンカー・原料運搬船の利用する“工業”
フェリー・クルーズ船に利用される“乗客船港”
漁船に利用される“漁港”
PB、ヨット等に利用される“マリーナ”
〇〇港、〇〇漁港と呼ぶが、意味合いは○○に所在する漁港という呼び方
Port of Lorient
Lorient fishing port fishing port of Lorient
Lorient marina
１ 基本的事項
（２）港の呼名、構成
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市場コースト・ガード
旋網漁船
トロール漁船
採貝漁船
プレジャー船
マリーナ
漁港
１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – ジュリアノーヴァ（イタリア）
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１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – ジュリアノーヴァ（イタリア）
陸揚げ・車に積込み
搬出側
搬入側
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１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – マトジーニョス（ポルトガル）
冷凍冷蔵
施設
バイヤーの倉庫
仲卸売市場
漁具等修理
・販売
製氷施設
給油施設
事務室
小型漁船用
小型漁船用 小型漁船用
中・大型漁船用
クルーズ船
ターミナル
コンテナ船
ターミナル
漁港
卸売市場
管理事務所
コンテナ船
ターミナル
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１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – ヒルツハルス（デンマーク）
漁港
高速道路
陸揚げ
底魚（鮮魚）8,700t⇒90%超輸出
市場
フェリーターミナル
週40便・14万台ローリートラック
ノルウェー産
サーモン加工船
旋網漁船
冷凍水産物運搬船
旋網漁船⇒トラック
⇒加工場（他地域）
運搬船⇒動物検疫所⇒冷凍庫
休けい
数値（2016年）
（ニシン・サバ）
43,800t
加工場（港内）
加工場（港外）
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１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – ヒルツハルス（デンマーク）
修理岸壁
15m以上の漁船
10m以上15m未満
10m未満
陸揚げ岸壁
マリーナ（PB）
市場
Fisketerminal
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１ 基本的事項
（３）漁港の配置 – ヒルツハルス（デンマーク）
Fisketerminal
6,500m2
2006年~
魚箱集荷・
洗浄施設
2019年6月~
仕分け場
倉庫
製氷施設
自動選別機
手作業選別
搬出場
（2～3℃）
トラック・ドック
せり場
（2～3℃）
搬入場
（12℃以下）
（12℃以下）
市場の庇・屋根
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１ 基本的事項
（４）漁船の大型化
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050,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
昭.63(1988) 平.5(1993) 平.10(1998) 平.15(2003) 平.20(2008) 平.25(2013)
計 １Ｔ未満 １～３ ３～５
５～10 10～20 20～30 30～50
50～100 100～150 150～200 200～350
350～500 500～1,000 1,000～3,000 3,000Ｔ以上
トン数/隻
1988 4.82
1993 4.38
1998 4.12
2003 3.89
2008 3.72
2013 3.71
（総GT）
１ 基本的事項
（４）漁船の大型化
参考：我が国の動力漁船の隻数・トン数の推移
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市場からみた分類 バイヤー 陸揚げ場所 岸壁 陸揚げ方法 売買取引方法
浮魚　Pelagic
産業用魚
（魚粉・漁油）
　水産加工会社
　水産会社
　上記代理人
水産加工場が漁港内に
所在する場合には、加
工場前の岸壁または近
隣の岸壁
水産加工場が漁港外に
所在する場合には、漁
港内の岸壁または水産
加工場の前岸壁
公共岸壁
民間岸壁
フィッシュポンプで
直接工場搬入または
トラックに積込み、
工場へ輸送・搬入
搬入時に計量、品質
確認を行い、数量と
価格が最終的に確定
ノルウェーの浮魚生産
組合のオンライン（電
子入札）で購入または
相対取引で購入
※前者はバーチャルな
市場を経由、後者は市
場を経由しない
底魚　Demersal
　水産加工会社
　水産会社
　上記代理人
漁港内の市場の前岸壁
または近隣の岸壁
公共岸壁
岸壁または漁船のホ
イストで魚箱を陸揚
げし、台車または
フォークリフトに載
せて場内搬入
市場取引（電子せり、
現場発声せり）
※市場を経由
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（１）浮魚、底魚、産業用等の差違による市場での取扱
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ぺラギア社加工場
（ノルウェー・オレスン）
ブロードネ・スペレ社加工場
（ノルウェー・オレスン）
ハンストホルム港埠頭岸壁
（デンマーク）
漁場から直接加工場の岸壁（企業所有）に接岸し、
フィッシュポンプでサバを場内に搬入
港の岸壁に接岸し、フィッシュポンプで産業用（フィッシュミー
ル・オイル）の魚をトラックに積込み、港外の工場へ搬出
ペラギア・シェットランド加工場
（英国）
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（１）浮魚、底魚、産業用等の差違による市場での取扱
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ピーターヘッド（英国）
ペニシェ（ポルトガル）
ヒルツハルス（デンマーク）
干満差が大きく、小
型漁船であることか
ら、岸壁上からロー
プで魚箱を吊り上げ
岸壁上のホイストで魚箱を吊り上げて陸揚げ
漁船上のポストで魚箱を吊り上げて陸揚げ
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（２）小型漁船からの陸揚げ
マトジーニョス（ポルトガル）
切り込み階段を利用
して陸揚げ
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2～8m程度
市場建物
岸壁
①漁船のホイスト
で魚箱を陸揚げ
①岸壁のホイスト
で魚箱を陸揚げ
②魚箱を台車やフォーク
リフトに載せて場内搬入
イタリア・英国・デンマーク（ヒルツハルス除く）・フランス・スウェーデン・オランダ
の漁港・市場には、庇・屋根、岸壁上屋がない
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（３）岸壁空間 - 市場屋根の庇・岸壁上屋なし
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5～10m程度
市場建物
岸壁
市場の庇・屋根
岸壁上屋
ヒルツハルス（デンマーク）：鳥糞害対策
ペニシェ、マトジーニョス他（ポルトガル）：日よけ
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（３）岸壁空間 - 市場屋根の庇・岸壁上屋あり
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仲卸売市場
卸売市場
陸揚げ岸壁（兼休憩・準備）
道路
車両用スペース
・水産物（魚箱入り）の積込み
・空魚箱・氷等積み込み
陸揚げ岸壁から市場へのアクセス度（距離と作業の円滑性・安全性からの評価）が
高いわけではない
アンコーナ（イタリア）
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（４）陸揚げ岸壁から離れた市場 – アンコーナ
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保冷車に積込み給油係留（休けい）係留（休けい）
陸揚げ岸壁背後の一般道路を挟んで市場
陸揚げ準備
発泡箱入り
２ 漁港の陸揚げ機能と施設配置・構造
（４）陸揚げ岸壁から離れた市場 – アンコーナ
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陸揚げ（搬入）前の計量・仕分けの有無
①船上または搬入前に計量・仕分け済み
陸揚げ（搬入）後、計量確認が行われる（サンプリング計量する場合もあり）
⇒計量・仕分けのためのエリアを必要としない
②陸揚げ（搬入）後、計量・仕分け
市場内または市場外の集荷場で計量・仕分けが行われる
例：小型漁船、日帰り操業、カレイ等規格が多く自動選別機で選別する魚種
⇒計量・仕分けのためのエリアが必要（自動選別機の設置場所含む）
陸揚げ（搬入）と販売開始時刻との関係
①販売開始の前日に陸揚げ（搬入）
⇒低温管理室（0～2℃）を設け保管または市場内を低温管理（0～2℃）
②販売開始時刻にあわせて早朝または直前に陸揚げ（搬入）
⇒商品陳列魚箱に施氷
３ 市場の配置・構造
（１）市場の配置・構造において考慮する事項
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販売方式
①電子せり（オンライン参加含む）
⇒商品陳列場とは別にせり室を確保し、そこで販売・販売管理
②電子せり（オンライン参加含む）
⇒せり会場として商品がベルトコンベヤで移動するレーン、キャビン、バイヤー
席を含むエリアが必要
③現場発声せり
⇒商品が陳列されている場で行う
３ 市場の配置・構造
（１）市場の配置・構造において考慮する事項
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３ 市場の配置・構造
（２）アンコーナ（イタリア）
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オークションエリア
（3レーン）245m2
搬入エリア
450m2
搬出エリア
380m2
バイヤー用倉庫
キャビン
キャビン
83.6m
3
2
.8
m
搬出エリア 搬入エリア
キャビン内オークションエリア
３ 市場の配置・構造
（２）アンコーナ（イタリア）
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魚箱の積重ね段数
注）週平均での陸揚げ量（魚箱数）をもとに算出
魚箱置場個所数は、新漁港では既存の1.67倍
2017 2016 2015 2017 2016 2015
平均陸揚げ時 2段（1.8） 2段（1.6） 2段（1.4） 2段（1.1） 1段（1.0） 1段（0.8）
最大陸揚げ時 3段（2.5） 3段（2.8） 3段（2.7） 2段（1.5） 2段（1.7） 2段（1.6）
現状 新漁港（市場）での想定
現在の漁港・市場
新漁港・市場
（2020年供用開始予定）
３ 市場の配置・構造
（３）ラーウィック（スコットランド）
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駐車場
計量・陳列・梱包エリア（低温管理）1,340m2
市場事務室・せり室 500m2
トラック・ドック
トラック・ヤード
搬出エリア資機材置場
102.0m
1
9
.6
m
1
0
.5
m
問屋用ヤード
6
.0
m
３ 市場の配置・構造
（３）ラーウィック（スコットランド）
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テューボルン
３ 市場の配置・構造
（４）テューボルン（デンマーク）
32
エプロン幅
8.1～8.9m
エプロン幅
2.2m
３ 市場の配置・構造
（４）テューボルン（デンマーク）
33
３ 市場の配置・構造
（４）テューボルン（デンマーク）
34
せり方式 内容 ローカル/リモート 初値の設定
せり室（商品は低温管理の陳列場）において、せり人
の進行のもと、バイヤーは電光表示盤、スクリーンま
たは、PCs（PC、タブレット、スマートフォン）の画面
を見ながらキーパットやPCsを操作して応札。
インターネットを通じて場内外か
らのオンライン参加が可能
※バイヤーの指定する配送システ
ムが整備されていることが必要
ローカル：
せり会場でせりに参加
リモート：
PCsを使いインターネットを通じて
場外からのオンライン参加が可能
※バイヤーの指定する配送システ
ムが整備されていることが必要
結果をPCs入力
結果を伝票に手書き記録
せり会場（商品を見ながらのせり）において、せり人
とキャビン内のPC操作者により商品がベルトコンベヤ
で通過する間に販売情報を作成し、バイヤーはリモコ
ンを操作して応札するとせり結果が自動記録。場外か
らのオンライン参加のバイヤー向けに映像を配信。
電子せり
発声せり
下げせり
下げ/上げせり
ICT技術の発展とともに、その機器類やソフトを活用
1990年代後半 「機械せり（有線・無線リモコン、クロック表示盤 コンピュータ）」
2010年代以降 「電子せり（ローカルとリモート）」または
「電子せり＋オンライン・オークション」
インターネット環境とPCsの活用
４ 市場取引
（１）販売方式
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箱数単位で比較すると電子せりが発声せりより速い
我が国の発声せりよりやや遅い
国名 漁港（市場） 測定日 販売容器 せりシステム 市場職員の配置 秒 ロット
秒/
ロット
ラーウィック
スキャロウェイ
2018/6/12 規格容器（鮮魚）
電子せり（せり室内）
オンライン・オークション
せり人　１人 8,400 282
30秒/ロット
5秒/箱
ピーターヘッド 2018/6/15 規格容器（鮮魚）
発声せり：せり結果は伝票
（庭帳）に手書き
せり人　１人/組
（全体：4組）
5,400
ロット数不明
3,600箱
6秒/箱
セシンブラ 2018/5/21 276 15 18
ペニシェ 2018/5/22 870 50 17
マトジーニョ 2018/5/23 590 50 12
ペスカラ 2018/11/20 7,800 500 16
ジュリアノーヴァ 2018/11/21 1,920 97 20
チタヴィノーヴァ 2018/11/22 2,600 150 17
アンコーナ 2018/11/23 10,500 1,000 11
2018/10/17 1079 114 6
2018/10/18 2000 174 10
トロ箱（活魚） 240 32 8
トロ箱（鮮魚） 310 64 5
発泡箱（鮮魚） 170 31 5
活魚槽（かご） 963 145 7
トロ箱（鮮魚） 522 53 10
函館市魚市場 2018/9/19 トロ箱（鮮魚）
発声せり：せり結果は、せ
り終了後事務室内でPC入力
せり人　1人
記録者　2人
落札者名の紙投函　1人
2,970 239 12
英国
2018/9/28
2018/7/24
発声せり：せり結果はタブ
レット入力
発声せり：せり結果はタブ
レット入力
せり人　1人/レーン
キャビン1人/レーン
せり人　1人/レーン
キャビン1人/レーン
せり人　1人
記録者　1人
落札者名の紙投函　1人
せり人　1人
記録者　1人
落札者名の紙投函　1人
せり人　1人
記録者　1人
※落札者が紙投函
規格容器（鮮魚）
規格容器（鮮魚）
トロ箱（鮮魚）
電子せり（1～数レーン：せ
り会場）
電子せり（1～数レーン：せ
り会場）
オンライン・オークション
発声せり：せり結果はタブ
レット入力
日本
イタリア
ポルトガル
大船渡市魚市場
宮古市魚市場
南三陸町魚市場
４ 市場取引
（１）販売方式
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ラーウィック・スキャロウェイ
Lerwick・Scalloway
シェットランド・シーフード・オークション社
Shetland Seafood Auctions Ltd.
低温市場
電子せり（オンライン対応）
品質管理
webサイトでの情報提供・公開
【効果】
電子化・ネットワーク化により、
①島外・国外からのバイヤーが参加
②陸揚げ量の増加と平均価格の向上が実現
施設整備・改良済
（密閉型構造等）
入退場管理
場内低温管理
（1～3℃）
管理記録
（紙媒体）
前日午後から荷受け、
早朝販売
計量、保管、陳列、荷
渡しが同一場所
せりはオークション・
ルーム
一定規格の容器をエー
ジェントが貸出
自動選別機利用
自動計量器利用
2003年以降
電子せり
（ローカル）
（リモート）
品質等級付け
第三者による
品質管理と指
導
英国本土
輸出
販売通知書等の発行
販売情報・漁獲情報の電子
化・保存
荷渡しの際のラベル印刷・投
函
船主は入港前に漁獲情報
を当局へ報告
陸揚げ情報の当局への報
告
MSC漁業認証の魚種
を扱っていることを
webサイトで紹介
webサイトで陸揚げ情
報、統計情報等を公
開、品質・衛生管理の
取組等を紹介
ピーターヘッド
 Peterhead
卸売業者（2社）
Don Fishing Company Ltd.
P&J Johnstone Peterhead Ltd.
発声せり（手書き伝票）
品質管理
webサイトでの情報提供・公開
【効果】
品質管理、MSC漁業認証、陸揚げ・入港情報等の提
供、迅速なせりと早期搬出により、
①陸揚げ量の増加と平均価格の向上を実現
施設整備・改良済
（密閉型構造等）
入退場管理
場内低温管理
（1～3℃）
管理記録
（紙媒体）
計量、保管、陳列、せ
り、荷渡しが同一場所
一定規格の容器を市場
の卸売業者が貸出
発声せり
（手書き伝票）
品質等級付け
主に輸出
（EU各国）
販売通知書等の発行
販売情報・漁獲情報の電子
化・保存
船主は入港前に漁獲情報
を当局へ報告
陸揚げ情報の当局への報
告
陸揚げ情報に、MSC
漁業認証の漁船・魚
種を識別化して表示
し、webサイトで公
開
webサイトで陸揚げ情
報、統計情報等を公
開、品質・衛生管理の
取組等を紹介
ブリクサム
Brixham
ブリクサム・トローラー・エージェンツ社
Brixham Trawler Agents Ltd.
 
発声せり（タブレット）
webサイトでの情報提供・公開
施設整備・改良済
（密閉型構造等）
入退場管理
場内低温管理
（1～3℃）
管理記録
（紙媒体）
計量、保管、陳列、せ
り、荷渡しが同一場所
一定規格の容器を市場
の卸売業者が貸出
自動計量器利用
発声せり
（タブレット入
力）
品質等級付け 主に輸出
販売通知書等の発行
販売情報・漁獲情報の電子
化・保存
船主は入港前に漁獲情報
を当局へ報告
陸揚げ情報の当局への報
告
ー
webサイトで陸揚げ情報
等を公開、市場取引の
状況等を紹介
プリマス
Plymouth
プリマス・トローラー・エージェンツ社
Plymouth Trawler Agents Ltd.
低温市場
電子せり（オンライン対応）
品質管理
【効果】
電子化・ネットワーク化により、
①周辺イングランド・ウェールズからの陸送搬入
が増加
②陸揚げ量（陸送搬入を含む）の増加と平均価格の向
上が実現
施設整備・改良済
（密閉型構造等）
入退場管理
場内低温管理
（1～3℃）
管理記録（紙媒
体）
計量、保管、陳列、荷
渡しが同一場所
せりはオークション・
ルーム
一定規格の容器を市場
の卸売業者が貸出
自動選別機利用
自動計量器利用
1999年以降
電子せり
（ローカル）
（リモート）
品質等級付け
英国内
輸出
販売通知書等の発行
販売情報・漁獲情報の電子
化・保存
荷渡しの際のラベル印刷・投
函
船主は入港前に漁獲情報
を当局へ報告
陸揚げ情報の当局への報
告
ー
webサイトで漁港・市場
の概要を紹介（陸揚げ
情報等はなし）
一般的な漁港（市場）：上記以外
施設整備・改良済
場内低温管理また
は低温なし
管理記録
（紙媒体）
計量、保管、陳列、せ
り、荷渡しが同一場所
一定規格の容器を市場
の卸売業者が貸出
発声せり
（手書き伝票）
品質等級付け
英国内
輸出
販売通知書等の発行
販売情報・漁獲情報の電子
化・保存
船主は入港前に漁獲情報
を当局へ報告
陸揚げ情報の当局への報
告
ー
スクラブスター、フ
レーザーバラ以外は、
webサイトが開設されて
いないか開設されてい
ても陸揚げ情報等の公
開なし
漁港（市場）名
管理運営組織
-----------------------------------
特徴
トレーサビリティ
（食品安全・IUU漁業）
持続可能性
（エコラベル）
透明性
（webサイト公開）
市場
仕向け先
販売方法
衛生管理
施設整備
場内利用 品質管理
資源管理
（漁獲・陸揚報告）
４ 市場取引
（１）販売方式 – 英国
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せり会場
せり人
（映像配信）
モニター表示平版スケールで計量
リモコン
ロット番号チケット
せり結果チケット
チケットプリンター
せり状況管理
オンライン画面（場外買受人）
※パソコンはイメージ
４ 市場取引
（２）電子せり-ペニシェ（ポルトガル）
38
場内搬入
船別・魚種別に仮置き
船別・魚種別に商品がコンベヤに載せられてせりエリアへ移動
バイヤーは、表示盤の販売情報を見て手元のリモコン操作で応札
落札されると、漁獲・販売情報を記載したラベルが自動的に印刷出力され、これをせり人
が容器に投函
リモコン
せり会場
４ 市場取引
（３）電子せり-アンコーナ（イタリア）
39
キャビン内職員：
・販売原票（漁獲情報・販売情報）の作成
・せり人の前のスケールで自動計量
・販売情報を表示盤に掲示
せり人：初値をキャビン内へ告げ、下げせり方式でせりが開始
キャビン内職員：販売状況のモニタリング
バイヤー：希望価格の時にリモコンのボタンを押して応札
キャビン内
４ 市場取引
（４）電子せり-アンコーナ（イタリア）
40
落札された商品は、ラベルの内容を確認後、バイヤーごと（ID番号）にまとめられて仮置き
ビニールカーテン仕切りの搬出口から搬出・トラック積み込み
ビニールカーテン仕切りの搬出口
４ 市場取引
（５）電子せり-アンコーナ（イタリア）
41
落札されると同時に、漁獲・販売情報が印刷された
ラベルが、コンベヤの上に設置されたプリンターか
ら容器内へ自動落下
E-fishのwebサイトからラベル
のバーコードを入力すると同じ
ラベル内容が表示
【ラベル】
【ラベル】
４ 市場取引
（６）電子せり-ペスカラ（イタリア）
42
バイヤーは、場外から、E-fishのwebサイトにログインし、映像を見ながらオンライン
からオークションに参加することが可能
４ 市場取引
（７）電子せり-チヴィタノーヴァ（イタリア）
43
入港前に船上にて既に箱詰め
生産者または代理店（問屋）が船名・魚種・箱数を記載した伝票を投函
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
44
台秤で計量し、データをサーバーへ転送と同時に印刷出力
計量結果はPCへ転送と同時にプリンター
で出力印刷し、魚箱に投函
台秤にタブレットとプリン
ターを搭載（取外式）
プリンター
計量表示機
タブレット
計量結果をPCで確認した後、
サーバーへ転送
場内LAN
船名
魚種
規格
重量/箱
重量/尾
箱数
計量日
（販売日）
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
45
投函された紙に記載された内容をタブレット入力
計量・陳列場（低温管理）
タブレット
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
46
市場による計量結果
（船名・魚種・規格・重量）
生産者または代理店が投函した紙
（船名・箱詰め日・魚種・規格・重量・箱No.）
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
47
キーパッド
せり室
島外や国外に在住のバイヤーは、インターネットを通じてオンラインでせりに参加
国外のバイヤー
島外のバイヤー
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
48
落札したバイヤー
が投函した名札
商品陳列・保
管室に隣接す
る小部屋でせ
り結果を記載
したラベルを
自動印刷
市場職員がラベル投函
市場職員が計量した結果を
印刷した紙
（船名・魚種・規格・重量）
生産者または代理店が投函した紙
（船名・箱詰め日・魚種・規格・重量・箱No.）
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
49
ラップ・送り状
バイヤー・運送業者が追加施氷・ラッピングし保冷車に積み込み、搬出・配送
４ 市場取引
（８）電子せり - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
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４ 市場取引
（９）電子せり – テューボルン（デンマーク）
船上で仕分けられていない水産
物を手作業または自動選別機で
選別し、漁獲・販売情報をラベ
ルに印刷し、箱に投函
商品カタログを参考にバイヤーが下見
船上で選別されラベルが貼付
市場側が品質を調べ、その等級を記載した紙を投函
市場入口・バイヤーの控室のモ
ニターに陸揚げ情報を掲示
Webサイトにも24時間逐次更新し
掲示
51
４ 市場取引
（９）電子せり – テューボルン（デンマーク）
せり室：場内外からPCsよりオンラインで電
子せりに参加テューボルン、ヴィデ・サン
デェ、トースミンのせりを実施
2か所（例えば、チューボルンとヴィデ・サ
ンデェ）のせりを1PCsの画面を使って同時に
せりに参加可能
ヴィデ・サンデェテューボルン
バイヤー せり人
商品の規格・品質情報
52
４ 市場取引
（９）電子せり – テューボルン（デンマーク）
落札と同時に漁獲・販売情報を記載したラベルを印刷出力し、箱に投函
ラベルのQRコードを携帯で読み込むと、漁獲・販売
情報（トレーサビリティ情報）が得られる 魚箱に貼付されたRFIDをスキャン
落札された商品をバイヤー
別に取りまとめ
53
４ 市場取引
（１０）電子せり – スカーイェン（デンマーク）
魚箱に貼付または投函されたチケット・ラベルを見
て、漁獲・販売データをPC入力し、商品カタログを
作成
①船名、②漁獲情報
を記載した書類、③
計量結果
船上で計量・仕分け済
市場で計量・仕分け 54
４ 市場取引
（１０）電子せり – スカーイェン（デンマーク）
販売体制：せり人＋記録者（PC入力）＋落札した箱の移動2人＋箱のRFIDスキャン
バイヤーのコードを入力し、箱のRFIDスキャン落札した商品は、せり場から搬出しバ
イヤー別に取りまとめ 55
４ 市場取引
（１１）電子せり – ハンストホルム（デンマーク）
販売情報および結果をリアルタイムで場内の壁にプロ
ジェクターで掲示
せり人＋PC入力による記録者2人（ダブルチェック：両者の入力と
入力内容は一致しないといけない）
箱のラベルを見て、PC入力し
商品カタログを作成
56
４ 市場取引
（１１）電子せり – ハンストホルム（デンマーク）
一通りせりが終了すると、記録者は事務室に戻
り、現場でのPC入力の結果を確認
およよ20分後には、販売通知書、仕切書が出来
上がる、また１時間後には、船主の口座へ振込
販売状況を掲示
販売状況を掲示他の
市場の販売状況
船主への仕切書を電子
メールで送付
57
４ 市場取引
（１２）電子せり – ヒルツハルス（デンマーク）
バイヤーは、チップをかざすことで、購入した商品情報をPC画面で確認または印刷出
力することができる
58
前日昼過ぎまでに陸揚げ情報（入船予定情報・漁獲情報に相当）を収集し、
webサイトに公開
４ 市場取引
（１３）陸揚げ情報 - ラーウィック・スキャロウェイ
（スコットランド）
http://www.shetlandauction.com/
59
４ 市場取引
（１３）陸揚げ情報 – Fiskeauktion DK
http://www.fiskeauktion.dk/
60
４ 市場取引
（１３）陸揚げ情報 – Fiskeauktion DK - Hanstholm
http://www.hanstholmfiskeauktion.dk/
61
４ 市場取引
（１４）販売結果（相場・日報）
http://www.hanstholmfiskeauktion.dk/
62
４ 市場取引
（１５）電子せりのシステム
電子せり＋オンライン・オークション （ローカル＋リモート）
Pefaシステム
オランダ（8市場）
スウェーデン（2市場）
デンマーク（4市場） テューボルン、ヴィデ・サンディ、
トースミンデ、ギルライエ
イタリア（1市場）
E-fish
イタリア（3(4)市場）
ペスカラ、ジュリアノーヴァ、リヴォルノ
チヴィタノーヴァは進行中
※欧州海洋漁業基金による財政的支援あり（2014-2020年）
ドカペスカ
ポルトガル
5拠点漁港・市場
ラーウィック・スキャロウェイ
←オンラインによる購入は数%
理由：配送システムが整備できないため
←オンラインによる購入は皆無
理由：配送システムが整備できないため
←国内外のバイヤーによるオンライン購入
理由：配送システムが整備されている
←国内外のバイヤーによるオンライン購入
理由：配送システムが整備されている
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Parameter
評価指標
Performance
段階評価
Comments
評価基準
Excellent No pressure applied to the fish below when stacked
Good Slight pressure applied to the fish below when stacked
Fair Moderate pressure applied to the fish below when stacked
Poor Boxes cannot stack well due to fill
Excellent All fish packed belly down along the length of the box 
Good Belly down on top layers, neat and tidy below
Fair Packing neat and tidy but no fish belly down
Poor Top layers arranged flat, rumble packed below
Excellent Even layer top and base and extra middle layer
Good Even layer both on top and in base of boxes
Fair Areas of base with no visible ice
Poor Very little ice both on top and in the base of boxes
Excellent 0.0℃ to 1.0℃
Good -1℃ to -0.1℃ or 1.1℃ to 2.0℃
Fair -3℃ to -1.1℃ or 2.1℃ to 3.0℃
Poor <=-3.1℃ or >=3.1℃
Excellent
Good
Fair
Poor
Box Fill
箱詰め状態
Arrangement
魚体の配列状態
Use of Ice
施氷の仕方
Temperature
保存温度
Gutting内臓除去の状態
Washing魚体の洗浄
Flesh Cutsフィレ状態
Grading規格サイズ
５ 品質向上のための取組
（１）品質評価と指導
- ラーウィック・スキャロウェイ（スコットランド）
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５ 品質向上のための取組
（１）品質評価と指導
- ラーウィック・スキャロウェイ（スコットランド）
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５ 品質向上のための取組
（２）品質確保 - Danske Fiskeauktioner A/S
テューボルン、ヴィデ・サンディ、トースミンデ
重量・大きさに応じた規格
正確な計量
正しいラベル表示
最良の方法で氷蔵
品質と鮮度に応じた仕分け
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場外からインターネットを通じて
オンラインでせりに参加するバイ
ヤーのために、EUが定める5段階の
品質基準をさらに細分化
ヒラメ・カレイ類は陸揚げ後、自
動選別機で規格別に仕分け
品質基準
規格
５ 品質向上のための取組
（２）品質確保 - Danske Fiskeauktioner A/S
テューボルン、ヴィデ・サンディ、トースミンデ
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〇年○月〇日 陸揚げ・販売情報
青色：MSC漁業認証 黄色：責任ある漁業スキーム※で認証された漁船
陸揚げ・販売情報をwebサイトで公開
MSC漁業認証による商品については、識別して表示
６ 持続可能な漁業の取組
（１）MSC漁業認証の陸揚げ・販売情報
– ピーターヘッド（スコットランド）
※英国の独立行政法人によるスキーム 68
６ 持続可能な漁業の取組
（２）MSC漁業認証等の取得情報
- Danske Fiskeauktioner A/S
市場のCoC認証
（Danske Fiskeauktioner）
MSC認証
MSC漁業認証およびCoC認証の取得に関する情報をwebサイトにて公開
カレイ漁漁船の漁業認証
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７ IUU漁業対策とトレーサビリティ – デンマーク
デンマークでは、2006年から2008年ごろに、分散していた市場建物を一つにまとめた市場の新設や、市
場機能面での統合や連携・協力と現行の電子化（電子せり、オンライン・オークション等）が始まった。
さらに、消費者の関心の高まりやIUU漁業対策、PSMA協定発効に伴い、トレーサビリティの確保が行わ
れるようになった。（消費者の関心の高まりが大きな理由！）
【漁船】
船上で計量・仕分けした結果は電子データで記録されるとともに、印刷出力されたラベルは魚箱に投函
または貼付される。
漁船12m以上の漁船（衛星通信システム搭載）は、船上から水産当局の専用webサイト e-log にログイ
ンし、入港2時間前までに入力・送信し水産庁へ報告。市場からの報告との差違については、10%程度ま
で許容されている（これを超えると罰金）。
水産当局へ報告と同時に、市場のwebサイトにログインすることで、これら情報（各ラベル情報と集計
した結果）は市場のサーバーへ送信される。この情報は、陸揚げ情報としてwebサイトに掲示される。
12m未満の漁船は、入港し、陸揚げの際に所定の用紙に手書きで記載し、市場へ提出（市場が商品カタ
ログを作成するときにPC入力し電子データで記録・保存。
【市場】
①市場取引を通じて、漁獲情報と販売情報を電子データで記録・保存。
②Sales note register として水産当局へ毎日報告（せりが終了しおよそ1時間後）。
③魚箱に投函または貼付されたラベルやチケットに記載された情報あるいは識別番号で管理。
※船上で計量・仕分けした結果は電子データで記録されるとともに、印刷出力されたラベルは魚箱に投
函または貼付される。漁船は、水産当局へ報告と同時に、市場のwebサイトにログインすることで、こ
れら情報（各ラベル情報と集計した結果）は市場のサーバーへ送信される。この情報は、陸揚げ情報と
してwebサイトに掲示される。 70
【市場（テューボルン）】
落札後に印刷出力されるラベルに記載されたQRコードを携帯で読み取ることでその箱に商品のトレーサ
ビリティ情報を閲覧できる。
【集荷センター（ハンストホルム）】
主に小さな漁船であるが、船上で計量・仕分けされていない水産物と特定の魚種（カレイ類とアンコウ
等）は一旦集荷センターに陸揚げされる。そこでは、漁船が所定の用紙に手書きで記入した漁獲情報、
計量・仕分けの結果をPC入力し、電子データを記録した後、印刷出力したラベルを魚箱に投函または貼
付。複数の漁船からの水産物が一つのロットにまとめられる場合もある。集荷会社から水産庁へエクセ
ルファイルで報告。
【水産加工会社（スカーイェン：ノルウェーロブスターを直接漁船から購入】
水産当局の専用webサイトにログインし、入力・送信。また、別途同じものを漁船にも送信。
出荷商品を箱に貼付したバーコードで管理（最終的に消費者が購入する時には、漁獲情報については商
品ラベルに表示される）。
【水産加工会社（テユーボルン：産業用-フィッシュミール・オイル）】
水産当局の専用webサイトにログインし、入力・送信。また、後日の水産当局の検査用に、印刷出力し
紙媒体も保管。
倉庫内のバッチ単位で、なんという魚が、いつ、どこで獲れたかが管理されている。
【新たな動き】
市場とバイヤーまでのトレーサビリティに問題はないが、市場で取り扱う商品の95%は輸出向けである
ことから、輸出以降のトレーサビリティについては、わからないのが現状。このため、RU共通のトレー
サビリティシステムを構築してはどうかいう議論が出ているところ。
７ IUU漁業対策とトレーサビリティ – デンマーク
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８ 魚箱の規格化と追跡システム
（１）各国・各漁港で使用されている魚箱
【英国】
ラーウィック・スキャロウェイ ピーターヘッド ニューリン
セシンブラ ペニシェ マトジーニョス
【ポルトガル】
【イタリア】
アンコーナ チヴィタノーヴァ ジュリアノーヴァ ペスカラ
【デンマーク】 【オランダ】大きさ・形状・材質は同じ
2タイプ
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８ 魚箱の規格化と追跡システム
（２）統一規格の魚箱の使用と管理システム
Pack and Sea 社（デンマーク）
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“Pack and Sea社”
2008年10月に、国内主要10漁港の協力の下、統一規格の魚箱の仕様と個別追跡
システムが導入
（かつての状況）
大きさ、形状等の異なる25種類以上の箱があり、各港ですきな種類の箱を購入
し、これを船やバイヤーに貸していた。箱の管理はマニュアル（手作業）で行わ
れ、紛失・消失、損傷も多く、どこにどのタイプの箱が何個があるのか、把握す
ることや適正な請求書の発行が難しかった。
（現システム）
主たる箱は2種類に統一されており、大きさ、形状、材質等は、中に入れる水産
物が一定重量になること、耐久性（10年程度）があること、空箱を積み重ねる時
にはかさばらないことなどを考慮して決定された。
８ 魚箱の規格化と追跡システム
（２）統一規格の魚箱の使用と管理
Pack and Sea 社（デンマーク）
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箱には、RFID/バーコード付きタグが2個貼付されている。
ⅰ）魚箱を返却や船に積込みする際、あるいはⅱ）せりの後にバイヤーに引き渡し
する際に、自動スキャン、あるいはハンディスキャナーでスキャンすることで、魚
箱は追跡システムに取り込まれ管理される。
ⅱ）のときには、ハンディスキャナーにバイヤー名（番号）を入力し、RFID/バー
コードを読み取ることで、魚箱の情報、トレーサビリティ情報が連結される。使用
料の計算、請求書の作成・発行手続きは自動化され、省力・省人化、正確性が確保
されるようになった。
国内のいずれの漁港でも魚箱を利用でき、使用後は最も近い港で返却する。
海外では、スウェーデン、ドイツ、オランダ、ベルギー、イングランド、スコッ
トランド、フランスに集荷場があり、そこに返却。
８ 魚箱の規格化と追跡システム
（２）統一規格の魚箱の使用と管理
Pack and Sea 社（デンマーク）
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魚箱に貼付されているRFID/バーコード付きタグ（下は商品ラベル）
魚箱の洗浄・保管施設
空箱で積重ね状態 魚箱を使用するときの状態
バイヤーコードを入力し魚箱のタグをスキャン
８ 魚箱の規格化と追跡システム
（２）統一規格の魚箱の使用と管理
Pack and Sea 社（デンマーク）
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①①+②
②
2016年 2016年
９ 管理運営における取組の効果
（１）英国
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９ 管理運営における取組の効果
（１）英国
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９ 管理運営における取組の効果
（１）英国
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９ 管理運営における取組の効果
（１）英国 – ラーウィック・スキャロウェイ
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９ 管理運営における取組の効果
（１）英国 – ラーウィック・スキャロウェイ
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９ 管理運営における取組の効果
（１）英国 – ラーウィック・スキャロウェイ
【背景・課題】
シェットランド島には、ラーウィック、スキャロウェイの主要漁港の他、19の漁港が
ある。島の周辺は豊かな漁場ではあるが、1990年代に過剰漁獲による水産資源の悪化の
ため、国からは減船が強く求められていた。一方、島外だけでなく地元の漁船の陸揚げ
量も激減の状況にあり、このままでは市場の運営が困難であること、島から漁業がなく
なると、地域経済への影響が大きいことが懸念されていた。
【対応】
ヨーロッパ各地の漁港・市場を調査。その結果、広く国内外からのバイヤーを呼び込
むため、2003年に電子せりとオンラインによる場外からのオークション参加が可能なシ
ステムを導入した。同時に品質の確保・向上にも取り組む。
当時は、生産者、バイヤーから電子化に対する強い抵抗があったが、漁業を続けるこ
との重要性、電子化の効果を粘り強く説明することで理解を得たとのこと。
【効果】
価格（平均価格）の上昇
取扱量が減少から反転・上昇へ
品質確保・向上の取組の効果が価格に現れる
【新たな取組】
市場取引量の増加に伴い、市場の新設（拡張）計画（防波堤・岸壁・用地・市場建物）
進行（2020年完成予定） 82
(1000 t) (%) 
隣接するアバディーンが漁港として廃港
９ 管理運営における取組の効果
（１）英国 – ピーターヘッド
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【背景・課題】
スコットランドは豊かな漁場である北海に最も近く、ピーターヘッドはスコットラン
ドだけでなく、英国国内最大の漁港である。漁船からの使用料や市場の販売手数料は
ピーターヘッドの港の重要な財源となっている。2008年頃には隣接するアバディーンの
港が漁港として廃港となるという事態があったが、アバディーンの水産加工場はピー
ターヘッドへ移転したことで、ピーターヘッドは水産加工も含めますます重要な役割が
期待されている。
【対応】
消費者ニーズに的確に対応することが重要との認識のもと、品質の確保・向上に取り
組む。こうした取組が生産者にとって価格の向上に結び付くことを調査研究を行い、結
果を普及することに努める。また、消費者の関心の高まりに対応して、持続可能な漁業
のMSC認証の取得の推奨と、これらによる商品の差別化にも取り組む。
【効果】
取扱量の増加傾向が続く（シェア 25%（2004年）→33%（2016年））
価格（平均価格）の上昇
品質確保・向上の取組の効果が価格に現れる
【新たな取組】
市場の新設（拡張）計画（岸壁・用地・市場建物・航路と泊地の浚渫：漁船の大型化）
（2017年6月に新市場へ移転）
９ 管理運営における取組の効果
（１）英国 – ピーターヘッド
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９ 管理運営における取組の効果
（２）ポルトガル
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９ 管理運営における取組の効果
（２）ポルトガル
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９ 管理運営における取組の効果
（２）ポルトガル
【効果】
特定の魚種を除けば国内消費向け
拠点漁港のシェアは変化なし
拠点漁港の平均価格が上昇
拠点漁港間の競争は働いてはいない
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９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
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陸揚げ量はほぼ横ばい
主要4港の割合が増大
50%（2000年）⇒75%（2016年）
電子化 食用
９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
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主要3港のうちエスビャウに替わっ
てハンストホルムの割合が増大
50%（2000年）⇒75%（2016年）
産業用
９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
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９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
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(1000ｔ） (Kr./t） Danske Fiskeauktioner A/S（DFA）
テューボルン、ヴィデ・サンディ、トースミンの漁港
の市場を運営する会社（2006年にテューボルン市場の
運営を引き継いだDFAに、2007年にヴィデ・サンディ、
2008年にトーミンの市場もその傘下に入る。）
【課題】
地元のバイヤーが少なく、隣接漁港からの大手バイ
ヤーによって買値が決まることや、地元漁船も隣接漁
港へ陸揚げする懸念があった。
【対応】
品質評価基準の細分化
テューボルンでは自動選別機導入
地元外からもバイヤーを呼び込むため、テューボルン
に電子せりと場外からのオンライン参加なオークショ
ン・システム（Pefaのシステムをさらに独自化）を導
入し3漁港の販売を一元化・統合化
【効果】
価格（平均価格）の上昇
取扱量が減少から反転・回復へ
販売終了と同時に販売通知書等の作成・発行
市場業務の効率化-ヴィデ・サンディ、トースミンの職
員 4人削減
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９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
電子せり・オンライン
改築・拡張
電子せり・オンライン
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(Kr./t）
(1000ｔ） (Kr./t）
漁港の市場取扱
スカーイェン
ヒルツハルス
ハンストホルム
Fiskeauktion DK
大手会社だけに購入されたいた状況を改善し、生産者
とバイヤーの両者に魅力ある市場のするため、2000年
頃に設立された組織。互いに競争関係にあることには
変わりはない。5漁港（市場）：スカーイェン、ヒルツ
ハルス、ハンストホルム、ストランドビュー、グレナ
【課題】
取扱量の減少と地元漁船のほか、外来漁船の入港・陸
げの受入環境を整備し、維持・拡大へと転じていくか
が課題であった。
【対応】
既存の市場を拡張、低温管理、自動選別機導入
電子化（webサイトによる陸揚げ情報・市況の提供、ト
レーサビリティ（ラベルと電子データ）、販売状況の
市場内スクリーン表示）
【効果】
価格（平均価格）の横ばいから上昇へ
取扱量が減少が止まり、横ばい
販売終了と同時に販売通知書等の作成・発行
外国漁船からの陸揚げ
【新たな取組】ハンストホルムでは取扱量が増加し、
2020年までに分散している集荷場・せり場等を統合・
拡張予定
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９ 管理運営における取組の効果
（３）デンマーク
電子化・新設
電子化・新設
電子化
旧4市場を統合
旧市場を同じ場所
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